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部落有地に品、ける林業地代の研究 (1)
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此の研究は昭和26年度科学研究費による総合研究“林業地代の研究"の分担課題で，芸当って其の第
1部として，昨年8月上旬に調査を行った山形勝東置賜郡吉野村大字小滝の部落有地(通称区有地)の
借地林業についての調査を取纏めたものを発表する.向第2部に於て部落有地の地代の分析を試みる諌
定である.命資料の蒐集には同郡金山村管野常助氏，吉野村助役高橋孫市氏，岡村の漆山与十郎氏，)1[
合太兵衛氏の各位θ他，特にポ滝区粉、代川井栄張氏の御厚意による事が多大であった事及びp 山形鯨林
務課の三沢正一氏から御援助を得た事~附記し，改めて感謝する次第でがる.
同村の部落有地については当研究室速報第1号(昭和26年1月)でも触れたが，其の後施業案が編成
され，より詳細に調査し得たので以下に述べる事とする.
(1)吉野村の所有別，地種別林野面積
吉野村はパス又はトラックによって山形市や奥羽本線の赤湯駅と連総出来るが，村の総面積の9010が
林野で，耕地は村の中央を北かち南に貫流する吉野川流域に殆んど集中して，僅かに7μ 位しかない山
村である.固有林は 288.8町歩，約7μ で，字7K林にー園地としてあり， J:曾戸禁止の制を巌守している
水林部落の7戸8世帯に優先的にその賢葉樹を払下げている. もともと此の水林国有林は小滝村持山で
あったが，明暦元年 (1655) の亭魅の際水下23ケ村の願により 6石3斗 4升 2合の給米で水源林とされ
以来71¥林と呼ばれるに到った.そして明治維新後宮有保安林となったものであるが，地租改正及び土地
の官民有区分が始まった明治 8-9年頃，旧小滝村持である事を申立てた結果，明治11年から同26年ま
で小龍村民 (22年町村制村制施行
以降は小指部落民)一同に払下げ
られた.然じ再びその特擦を停止
されてからは30年の輪伐期で払下
げるよろ申請したが，許されなか
ったという.さえに民有林の所有別
地種別面積を掲げる(第1表).
第 i表民有林所有別地種別面積(車位町)
ザ¥ザ|部落有|社寺有 私 有 計
普通施業地 2'60.70 13.90 1115.38 3289.98 
施業i制限地 19.11 0.70 2.14 21.95 
除 主也 407.59 0.13 53.79 461.51 
計 2587.40 14.73 1171.31 3773.44 
(2) 部落有地の成立及び現況
吉野村は， もととも小滝村，荻村，太郎村と現在隣村の金山村との4村の組合村であったものが，町
村制の施行と共に吉野村の名の下に統合されたものであるから，共々特徴をもってその部落有地を経営
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L，明治末期に始まった公有林野整理開発事業にも容易に同調せ十現在に到った.そして部落有地がそ
の部落の財源となっている程度，面積の蹟狭の差は更に統ーを困難にするばかりか，管理がよい場合に
ゾは此の方が形式的統ーよりも効果友挙げている好例となっている.先づ森林組合施業案に従って部落Jjlj，
作業級別面積及び、除地の内訳を次に掲げる(第2表，第3表).
第2表部?宮別作業級別面積(単位.町)
部市\作紫12'd~"，，，，"，，+I"''''=!ól:""i+1 ;4 ぽ¥級別|全伐喬林|皆伐協木| 計 |備 考
， 89.44 664.09 853.53 
248.33 410.08 658.4 ， 
27.78 215.82 243.60 
(太筋を部含庭山落む分士20.97 384.19 40ぢ.16
486.52 1674.18 2160.70 
施業制限地 5.91 13.30 19.1 I 
総計似竹 l飢鳩山.81
又各部落有地の成立は次の如くで、ある.
第3表部落別除地問積(皐位町)
瓶事¥{1m叫両副ら出ト五1備 考
小滝 1 180.171 1.21 3.世 1 185，031 
元荻 98.841 1.851 3.541 104.231 
下荻 62.771 5.891 -1 68.661 
1 46.461 3. I 51 0.061 仰 I{鰭P
1.小滝:町村制施行と共に小滝村中持が大字小滝持となったもので，通称は区有地である.
2 元荻:佐藤平左衛門外149人持の記名共有山林を昭和13年12月・13日に誤謬訂正の形で元荻区有と
した.その時に 1戸当り 1町歩を自家用林として各戸に分配する筈であったが，手続の書類が村を出て
から紛失した由で，そのまま全部が区有薪茨林にたっている.
3.下荻:高橋孫四郎外部名持の記名共有山林とその他の記名共有山林を大正2年5月19日名田訂正
によって下荻区有とした.
4.太郎:明治維新の地租改正を機として，太郎村持山の 1つが，川合太兵衛(也49名の記名共有山林
(現在太郎区有)となり 1つは川合太兵衛他29名の記名の共有山林(現在筋部落有)となり，明治18年
5月1日に共有山定的書を作って不分割地とした.此の定約書にも拘らデ分害'J請求者が出たため，両者
は大審院まで上告された民事訴訟を経て，前者は明治35年7月1日から本太郎区有地となり，後者は8
年の係争の後大正14年3月から筋音I1落有地となった.筋部落は太良防ミら分離したもので区会主と持たなか
ったりで部落有地となっている.叉太郎部落有地の中には台帳面積2町1反の太郎学区有山林をも含ん
でいる.以前に学校が学区立であった名残りである.従って各部落には村会議員及び区会議員の他に学
区会議員があり.小滝では区会議員と学区会議員が同一で、あり，元荻と下荻は共同で荻学区を作ってい
たので，学区会議員と区会議員は同一でなかった又太郎と筋は太郎学区を作っていたというように複
雑で，しかもそれが現在日T滋分なりとも残っている点に特徴があろ任 。
(3) 部落有地の利用静態
小滝，元荻，太郎の各部落有地について簡単に述べると，
1.太郎:区直営の用材林と薪炭林をもち，後者は入札で部落民に払下げ，他の薪炭林は部落民に原
木を分配する.区有地を個人に貸付けない.
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2.元荻:区有地は田畑，山林，採草地に分れて利用されている.山林D一部は使用地と称して個人
に貸付けてゐt，杉用材林が仕立られている.地代は立木{買格の百分の三を区に出す事になって3なり，
其の人は引続き伐り跡を刈野畑(かの畑)として 3年位，そぼ，栗，豆をJ政穫してから再び杉を植える
権利を持つ.此のような土地はふやさぬ方針である.多分区有地上の地上権が固定している事を一般的
に増加させたくないからであろう.此に対し薪茨材は部落民に入札で払下げられている.
3.小滝:元荻と同様に耕地，山林，採草地として利用されている.耕地，採草地は後に述べる事と
し，山林の大要をのべると，山林は区直営地とじて保凶されているものと，部落民の用益地として立木
一代限りの期間で貸与されるものとに分かれる.前者は更に区が直営で植林を行うものと，一定の伐期
に達するまで立林(たてばやし)として伐採を停止し，伐期に達して始めて薪茨原木として部落民に払下
げるものとに分かれる.後者の地代と前者の払下代は相当の額になるので区有林の立木売払代金と共に
部落の有力な財源となる.立林とした薪茨林の代償として部落各戸に年2000円程度が薪代配当金として
還元される.
以上で各部落有地の大要について述べたが，次に小滝部落について細部にわたって述べる.
(4) 小滝区有地の利用と地代
小滝部落は吉野村の北端にあり， もともと山形，宮内，荒砥の三方え通やる宿場で詰うった.区制廃止
後は区長の代りに区総代を1ないたが，現在も通称は区長であり，任期4年の区会議員8人が村会議員選
挙に準じて選ばれp 区財産の管理に当っている.区有地の山地押といってP 区会議員は出身地に方面分
けされた自分の受持区域を毎年見廻って立林の調査をしたり，メリ野畑を 4年に一回調査する事になって
いる.元時元年(1688)24戸以来の戸数の増加を見ると宝暦元年(1751)45戸，高600石，安永8年 (1779)
80戸，文化3年(1806)110戸余れ人口 700人，馬65頭，高 1，000石となり，明治29年(1896)114戸に
限られていた戸数を郡長，村長，若者頭他3名の話し合いで新加入8戸を認める事になってから，現在
は150戸余りになっている.若者圏の事については山村の歴史を知る上に，小指では相当の役割をとっと
めていたので稿を改めて述べる預定である.宿場であった事は然し部落に理財的観念を早くから植えつ
け区有地の経営が共丈合理的になったものの如くである.
1，開墾地:区有探草地180町歩の中50町歩位は戦争中から 1反歩位f'C!Z切って申込者に拍畿で貸し
た.採草地を開墾して畑とすれば，草場開墾代とゆろ使用料を徴J段する，採草地を潰したのだから高く
してゐくとゅう方針であった.(1年
反当10月).一般に開墾泊地があれば
調査の上実測してから入札又はせり
で貸付ける事にしている.田にした、
場合は国代利子という使用料をとてつ
た.回の代金の利子とゅう意味であ
第 4表 団代利子の標準となる田地の個持(車位円)
さも¥別明治18年[明治31年I5正年史|者の田平|備 考
1 I 8 I 10 I 15 I 2円19銭 l日歩4銭
2 5 
3 I 3 
ろう. 1反当り岡地の慣格は弐の標準によった(第4表).その利子は日歩4銭であるという. 2等地む
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国代利子は証書の紙代位となってしまった.
2. 採草地:区有探草地については小滝の住民である者， ~pち村面(むらづら)がある者のみに用益権
が与えられる.新たに村面に入るには若干の権利金を必要とする.共の時 J々 により一定せぬが昭和10年
は100同で昭和23年には 3，000円程度であった.分家と移住者とでも 500，.1，000円の差がつけられる・
今は10月頃に 3日聞を選ぴ，年に 1回の草刈を，割り当られた場所で行うが，以前は (野の口あけ) と
決った日の零時から我先にと押し掛け，場所も量も制限が主主い濡喧i嘩が必やあったから個人に分けたも
ので，記録によれば明治4年からとなって伝っている.
3.雑木林:区有地の雑木林はすべて区の直営で， その1つは部落民が春4月中だけは伐ってよい比
較的部落に近い山で， 他は立林として伐探を停止し伐期になると部落民に払下げるものとの2種であっ
たが，現在は全部立林になっている. その代り 1戸当り24年 3，000円， 25年 2，500円， 26年 2，000円を
各戸に配当している.又立林を伐採した者に対しては罰として配当を停止する.但し雑木林以外の雑木
は採草地でも杉林に於てでも，寺'f(，主らぼ誰が伐つでもよしかやの実， はしぼみ又同様である. 次に雑
木林の払下は 9月に入札で決められる.落札し?と雑木林の伐採期聞は 1年で， 9月の落札し?と時に 2割
の手金を納め，残金は12月と 3月の2四位に分納するか，或は木茨の代金から返済するかして翌年の 3
月までに納める. 3月までに納めた人には区で個人別に 300円白奨励金を出すが，落札者の見込遣いで
7象想よりも木炭が焼けなかった場合には，沼札者に責任を取らせる. その際区有地を借りて杉を植えて
あれば， その杉を抵当にする方法も取る.入札は 9月のみでなく 5月にも夏山のために行い，大体10人
ばかりで落札し，次いで秋冬山の烏には旧盆すぎの9月頃に行い，大休30人ばかりで落札するが，夏冬
通しで焼くのは 2-3人である.以上は所謂茨山の入札であるが，薪山も矢張り入札によって払下げら
れる 25年， 26年の茨山及び薪山の落札償額は次去の如くである l第 5表).
26年
25年
第日表 混山，薪山払下代金(単位円)
i 波山~Jlj子で了一一備 考 i山代| 備
--: 6月の予定 I 15，2700¥ 3月30日入札
65，635 9月12日入札 6ケ所約25人払下，手金
として 13，1280円当日受取る.
1 5，90501 4月5日入札
山
考
言ケ所，次回9月の予定
3ケ所，手金9900円当日
伶， 20年以降の茨山代金を見ると，言えの如き推移を辿っている..20年9月， 4750円50銭.21年 5月，
6280同， 21年9月， 5，9682円. 22年9月， 15，8850用. 23年9月， G5，7250円， 24年9月， 45，7850円. 2]年
9月以降は大低 5，-.，6ケ所の払下げとなっていた.此等は炭山入札簿及び薪山入札簿で整理される.
4.杉林:杉林には区直営の杉林と，部落民が区有地の使用機を得た所に植林したものとの2種類が
ある.区直営の杉林は立木払下をするが， 25年4月5日には 44，7000円 (手金4，5000円当日受取) 3件
の払下があり， 9月15日には 2件， 18，2000円. 26年 3月30日には 3件 756本の杉立木が57，800Q円(手
附金5，7800同)で払下げられている.区の直営地は 3ケ所ばかりで， 白鷹山10町4反p 東川前，西川前
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の一部約50町，東長原，西長原の一部15町の計75町でるる.此等は区の直営地だから個人には植林をさ
せないが，伐採跡地主と 5年間位，刈野畑として使用させる事は差支えない.メリ野畑として伐跡地を利用す
るととは部落民が使用権を得た林地に於て普通に行われる.林地は刈野畑として最高5年位までそば，
粟，大豆，小豆の生産を行った後，植林が行われるのである.今区直営地について伐跡地が刈野畑とし
て使用される 1例を示す.昭和26年7月18日に杉伐跡地全部の入札が行われた時の一つが次の如きもの
である.
貸付五年間，放寵沢，区，遣の左，二畝
ー金百五拾円 (何某)
全額本日受取
此Dような形式で書かれている.貸付られた杉伐跡地に杉を植えていたのは区で，反別は 2畝，場所
は沢の遣の左，落札者は(何某)で，落札償格は 150同というのであるが， 150円は此の2畝の区有地を
刈野畑として使用しうる権利を保証したのであって，此の落札者は向う 5年間，そぼ，粟，豆等をJ政穫
する事が出来る.そして，杉の伐り跡を刈野畑として利用する人は，刈野使用料を別に区に納める.メリ
野使用料は 3段階にわかれている.
1.・・…いつまでも畑として使う 1反1同. 2.・….5-6年使う 1反70銭. 3..・4年以下使う l反50銭
以前は，メリ野使用料は距離，傾斜地位によって区会が等級を決めていたともいうが審かにしない.命
入札と述べて来たが，近年は場所を黒板に書いて，其の場所について口ぜりが行われる.此は伐り跡入
手を勢い競走的なものとし，特に一般の区有地では，再びその土地の使用機t得るため，高くせり落す
傾向があ Fるとゅう.食糧事情の逼迫した当時は，相当向くせり落しても充分償うたし，繭が高く売れれ
ば桑を植えて 5年位から取れ始占う， 10年位まで取って後，杉を植える事も償うというように，刈野畑
の利用f賃値が相当大きく見積られ，其が契機となって，高いせりが行われた様に見/える.其で此のよう
な植林に果して採算が取れるかEうか疑わしいと言っている人もある.土地の使用擦を得る震に相当高
額の対債を支払わねばならぬ結果，せり落す時に最も烈しい競争があり，其の後の使用料については地
位扱，地利級等による差が第二義的のものとなり，車に 3段階に分れ，共の額も低いままに顧みられな
かったのであろう.せり落した人 第6表杉跡落札価額(車位円)
にとっても其の方が有利である.
積|落礼価額|場 備 考間
但し使用料のよで地位が考慮され
ぬとしてもせり落す時に落葉松な 約 1反 700 三枚手 全額本日受取，旧所有書が落札
R 
1/ 1/ 2700 同 上 手金1000円， I日立木所有者らよいかも知れぬというような土
7500 ヵνパ沢1/ 1/ 
地は，杉の適地に較べて安く，距
1/ 1/ 9600 東長原|鞄叫
離，傾斜も当然考慮されてせりが
約 2畝 150 放舘沢 全額受取，区直営地故年限5ヶ年
行われる.杉伐跡地の入札は2511三 1，5250 矢引沢
7月9日には 4，2610円で， 26年7
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月19日の入札は 16，6750同で，当日の入金 (26年)は 3，8540円で40ヶ所。せりが行われた.落札代金は
普通2期に分納される.小額のものは勿論当日査部入金するが，第1回は落札当日で2割の手金を納め
第2回は残金を大体9月末までに納める事になっている.26年の場合は区直営地を除いた区域が約3町
5反5畝で，其の落札慣額が 15，8750円であるから 1反歩卒均が4500同見当となる.4， 5の例を共に
あげる(第6表).
後藤某 第7表個人J.JU杉台帳
字 漆 保 J直 F付 言日
第 O O 号
小学斧木立 大正14年4月9日
木 六百本 江口某l亡売渡
東 南
隣地
f西 嘉重 ~t 虎吉
字 西 山 1植 付| F付 言日
第 O O 号
小学登 援
本一手11年[
昭和12年10月22日屈出によ
一、杉 木 百
東 |南漆山菜
隣地一一一一一一一一
西|北!
第8表杉売却稔徴J吹簿
字|反BIb-~占|
り記載す
皇 222氏名| 何
小学 |:本数 2 8 本|間伐噛 l 茶
第 22号 |植付月日明治B年l種類及理由|小杉売買
税 額 30銭 |価額 10円 1b利氏雲| 某
領牧年月日昭和年月日!備 考!
字|→ It::"t-~~ II.-^.''V 所有宥 | i十紬?円十|義務者氏名| 何 某小字 i本数 1 2 0本 I "'" 'J7.1-1Ol 
第1η号~第1叫 !植付月日 |種類及理由|間伐伐採
税額一金800円 [価 額 8
領牧年月日 H昭百和年月日|備 考(
;字 [:;15本 l明氏名 何 茶
第付号士 一|植付月日明治31引種類及醐|主伐伐採
醐ー金600円 |正額 6000円 lvd而 某
領枚年月日昭和年月日|備 考|
上のような入札の
結果その土地の使用
権を得た部落民は直
ちに杉を植える事お:
く，数年を刈野畑と
して利用してから杉
左植え，購て伐期に
謹して売却すれば，
更に地代として立木
売払代金の1割を区
に納める，此で立木
一代限りの借地契約
は解消して，又入札
が繰返される.所で
刈野畑をとやめて杉を
植林した者は区に居
け出る事になってい
る.区では此を杉台
帳に記載する.叉測
量もせや，沢や峯を
目当に簡車な見*図
で分けるだけである
から境界不明の地
も生歩る.その時は
その不明の地百三刈払
って植えた人の借地
となり，後に区に届
出ればよい.ヲたに杉
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台帳，杉売却税徴収の1例を示す.個人別杉合i院は大正4年から作成したものである(第7表).
向杉の売却は主伐木間伐木及び幼令林の場合がある.幼令林の売買は俗に小杉売買と言われるが，そ
の他，相当の年令になっていても伐採しないものとして売買される時は矢張L 小杉売買と言われ，区
に3分の手数料を納める事になっている・叉小杉は表向きは，他村の人に売れない事になっている.杉
売却税徴牧はきた表のよろになっている(第8表).
以上区有地の利用について述ぺたが，最も問題となる杉伐跡地の入札は，林地を欲する人によって最
高限までせり上げられるであろう.然しその最高限が経験又は林相から推定されるl欽穫に対し刈野畑利
用の効果が目前の生活に結び、ついて大きな比重をもって伯きかければ佑きかける程，再生産を困難なら
しめるような偏惰を示し，且つ上昇するかどうかは，今少し検討を要ナるものと思う.
(5) 部落の財政と部落有林
区有地が部落に寄与するのは上述の如く，区直営地の立木払下代であり，雑木林の払下代(相当部分
が部落民に薪代として配当される)であり，杉跡落札代であり，他の原野その他は共同使用白域を一歩
も出ていない.そして共は叉自然な部落と部落有地との結合の姿であろう.然し区有の用材林組地を農
家が自らの資本と労力で経営し相当の効果をあげている事は，入札の故に利用者が偏在する事が起ら
ぬようにすれば，公有林経営の1つのモデルケ戸スとなり得る事を示す.更に最近の部活費は教育費，
普防賓が相当の額に上っている詩，貧農 第9表 25年部落支出百分率
の此の入札制度による区牧入に頼る度合
科 F合 |科 % 1科 % 
が大きくなっているから，区有地を使用
6.0 3.8 
守
して生涯を行う階桂と，使用者が払う使
助 3.5 報部1其{也 5.5 
用料の配分に与かるだけの階居との分離
教育 14.2 公 課 3.2 
が此によって助長されるかも知れない.
言十 90.7 小 計 9.3 
25年度の支出版況を小滝区について見る 立替金 9.4 li 計 100.0 
と総額が 144，4859円90銭で (26年度配当
分を除く)各支出の百分奈は次の様になる.
此に対し区有地からの牧入を25年の落札償額から見ると，炭山入札金が一番多く殆んど此と同巳位の
杉立木代金が此に続き，此の 2 つが牧入の91~るをどしめp 薪山の入札代が 4.3;%，杉伐跡地入札代が 3μ
となっている.
(6) 摘
?
1.部落有地に於ける借地林業は日露戦役後始まったものと言われている.
2.祉会的経済的生活への部落有林の寄与は部落民に正しく評債されており，又借地林業の組織が該
地に於てよく運営されている.
3. 部落有林からのj段益は，部落民の直接の諸負担を軽減ずる事によって多大の経済上の利盆~与え
ている.
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4.部落有林からの牧主義の分析が次に我々のなすべき事である.
5 第二部は27年度林学会大会で発表したが未完結である.
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1. 1もissaid tha七ぬetenant forestry a七Kotakihas begun af七日rthe Russo-Japanese iVar. 
2. The contributions of the communal fo目的 tosocial and economic life are fully appreciated 
抗 ~{o七日ki， and七besyseel11 of tenant forest1'Y a七七hereis well 11叩 aged.
3. Profiむf1'ol11the fo1'es七landofぬecOl11muni七ya1'e contrihuting much of economic benefit 
in the forl11 of the dec1'ease in direct charges at 1王otaki.
4. The analysis of profit from白日 foresむlandof the coml11ullity should be followed on this 
research. 
Oノールウエーに於lする森林火災保険
Jul ils Nygaard : Forest Fire InslIranca in Norway 
(.Journ. Forestry 49-5: 337-8， 1 同1)
ノールウェーに於ける森林火災保険問題ば，ほぼ満
足ナベケ!伏態に於て解決せられている.これはノール
ウェー国民の林業に対ナる関心が極めて大なることに
帰因せられよう.合理的な伐採法並に更新法l士会国到
る処で採用せられて腐り，特に1898年のノールウェ-
~~\業協会創立以来紹えずなされて~た林業経営組織の
改善に対ナる努力は著しいものがある.
しかしノー ルウエ{の林業家ば森;j;;f¥生差力の増加や
がfしい森林資源の培養のみを以て事足れりとせず，森
林の実有価椅が保護の紋除によって減少することがあ
って1tいけないこと及び森林火災発生の場合その損害
が個々の森林所有者の全面的負担となることがあって
はいけないことに注目し始めた.
充分に研究調査がなされた後森林火災保険計画が作
成された. 1911年11月大多数の私有林所有者l二よって
該計画が承認せられ，保険金額総計が 3，000万ノール
ウエ{グローネ(当時約800万ドル)に遣した時保険
団体を設立ずることが定められた.まもなくこの金額
目標は主主せられて1912年2月ノールウエ・ー相互森林火
災保険会粧が創設せられた.これば相互保険会社の一
極であって森材場f有者ば所有規模の如何を問はず、加入
資格を与えられた.
相互保険会枇にあっては所謂株主なるものは存在せ
ず，あらゆる剰余所得は予備基金に繰入れられる.か
かる予備基金ば保険料の減額乃至規制jに用いられる.
会社の直接目的l士勿論火災発生による損害の境補にあ
るが』その他目的として火災警防地設の充実が挙げら
れ多数の見張所を建設して森林保護を促進せしめた・
個人所有たると町村有たると郡有たるとを問ばずす
べての森林所有者が加入資格を与えられている.但し
公有乃至国有林l主題宜除外される.会社に対ずる森林
所有者の極めて強力な支持と火災警防機構の発展によ
って，民汎にして効果的なしかも低コストの保険制度
が完成ナるに至った.
会祉は未だ商品価値を有していない稚樹や幼令木の
損害を填補する.立木中或る大ぎ3の限界直径以下の
もののみがその全価格に対して保険をつけらるべきで
ある.なんとなれば一般にノールウエーに於ては限界
直径以ヒの大径木の価格が火災によって全面的に影響
せられるようなことはなく，枯死はしても樹幹の被害
小なる場合多くして焼損木の利用が充分に可能である
からである.即ち限界i直径以上のものにあっては火災
後の会計上の損失さして大ならず保険目的としての取
扱いが容易でない.
限界直径以下の小径木や税関のみの場合は火災によ
って林木はすべて焼失し全損となる.此の場合保険金
額は該林木の全実有価格に対応して決定され狽害虞補
額ば保険金額と等しくなるであろう.但し一定の限界
(15頁え続く)
